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1　はじめに
　患者や家族にとって、手術は非日常的であり、精神
的に大きな負担になると考えられる。手術を待つ間、
家族は患者の状態を案じ不安を抱えながら、長い時間
を過ごさなければならない。しかし、私達の関心は、
患者を手術室に搬送した後、患者の帰室準備や他の患
者のケァへと移りがちである。この現状をふまえ、家
族に対して十分なサポートを行えていないのではない
かと疑問を持ち、手術終了を待つ家族への援助を見直
す必要があると考えた。
　そこで今回、患者の家族がどの様な思いで手術終了
を待ち、看護婦（士）のケアに対しどの様に受けとあ、
何を望んでいるのか明確にすることを目的に、意識調
査を行った。その結果、手術終了を待つ家族の心理と
ニードの傾向を見いだせたので報告する。
1［研究方法
1．調査対象
　　　当病棟で手術を行った患者、期間中に同意の得
　　られた家族20例。
①手術翌日から手術後7日目まで
②ICUに入室した場合は帰室当日から帰室7日
　　目まで
2．調査期間
　　平成11年9月1日～9月30日
3．調査方法
　　無記名質問紙調査
　　選択回答方式
皿　用語の定義
　この論文では、家族の思考を以下の様に分類する。
　ネガティブ思考：否定的な考え方（心配・恐い・
　　　　　　　　辛い・悲しい・緊張感・無力感・
　　　　　　　　イライラ・退屈・開き直り）
　ポジティブ思考：肯定的な考え方（落ち着いていた
　　　　　　　　　・安心していた・希望）
IV　結　果
　図1～8、表1～3参照
V　考察
　手術終了を待つ家族の心理とニードについて、個々
に述べる。
1．家族の心理
　心理状態は、図3に示すように、ネガティブ思考と
ポジティブ思考と両方を持ち合わせた混在型の三つに
分けられた。
　私達は、家族が手術を待つ間、不安を抱えているの
ではないかと考えていた。しかし、御崎ら＊の研究か
ら肯定的な思考が存在することを知った。今回の調査
で、一つでもポジティブ思考を持った人は45％であっ
た。ポジティブ思考を選んだ理由として、表3のよう
な結果が得られた。その中の56％は医師からの術前の
説明により、信頼していたと答えた。これは、近年イ
ンフォームド・コンセントに対する意識が高まってき
たことで、主治医から家族へ理解できるように、具体
的な説明が行われていることを表している。また、看
護婦（士）も、患者や家族に対し術前オリエンテーシ
ョンを行い、術前・術中・術後にかけての情報を提供
している。これらの関わりが家族との信頼関係を築く
一つの要因となり、ポジティブ思考を持つきっかけと
成り得るのではないかと考える。
　また、一つでもネガティブ思考を持った人は95％を
占めた。私たちが初めに考えた通り、大部分の家族は
不安を持っている（図2・3）。
　混在型は、ポジティブ思考とネガティブ思考が交錯
し、主治医を信頼していながらも、手術が順調に進行
しているのか不安に思っている状態と考えられる。
　児玉ら1）は「手術が延長したという事実は、手術の
終了を待つ家族にとっては新たな危機の出現であり、
それにより患者家族の心理は一層複雑となっている。」
と述べている。私達は、家族の不安の要素の一つに、
手術時間の延長が関係しているのではないかと予測し
たが、今回の調査では延長後も大きな心理の変化はみ
られなかった（図4・5）。これは心理の変化の要因
に手術時間は関与せず、手術全体を通し、不安を抱え
ていることを示している。
2．家族のニード
　図6に示される通り「患者の情報を教えてほしい」
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というニードが最も多かった。患者のことを知りたい
という心境のなかには、手術が予定通り進行している
等の良い情報だけを得て安心したいと願う気持ちや、
良いことも悪いことも含あて全ての情報を知りたいと
望む気持ちなどが含まれていると推測される。
　しかし現状では、病棟看護婦（士）は手術の経過に
ついての情報を得ることが困難であり、それを家族に
伝えることが難しい。実際図7の通り、看護婦（士）
の関わりについて、60％もの家族が「ない」と答えて
いる。それにもかかわらず、その内の75％の家族が
「満足」「どちらかといえば満足」と回答している（図
8）。石井ら2）は「家族はく中略〉気持ちが手術のこ
とだけに集中し、看護婦から何かしてほしいという欲
求までは考えられない状態にある」と述べている。こ
れは家族が憲者の安全の保障を第一に考えているため、
自分自身の欲求は表出されにくい状態にあったと考え
られる。そのため「何かあれば伝えてくれると思って
いた」というような言葉が聞かれ、病棟看護婦（士）
からは手術中の情報は得られなくても、意識していな
かったのではないかと考えられる。しかし、図3の通
り全体の95％の家族はネガティブ思考を抱えており、
さらに「精神的に支えてほしかった」という回答も得
られ（図6）、手術を待つ家族に対し精神面への援助
は欠くことのできないものであると言える。
　石井ら3）は、　「個人が置かれている状況を十分理解
し、個別性をふまえ、対象の必要とするケアを的確に
実践していくことが重要である」と述べている。その
ためには、まず看護婦（士）が家族に対して関心を持
ち、家族と術前から積極的に関わり、家族個々への理
解を深めることが必要だと考える。
VI　まとめ
1．手術を待つ家族の心理は、ポジティブ思考とネガ
　ティブ思考がある他、両方の中で揺れ動く混在型思
　考がある。
2．術前からの医師・看護婦（士）の関わりで、信頼
　関係を築くことにより、ポジティブ思考へ移行する
　ことがあり得る。
3．手術を待つ患者の家族は、患者の情報を知りたい
というニードが最も多い。
4．家族と術前から積極的に関わりを持ち、家族の心
理状態を予測した上で、それに合った援助を行うこ
とが重要である。
W　おわりに
　今回の研究で、家族に対する援助を見直し、必要性
を再認識することができた。今後は、手術終了を待つ
家族へ関わる看護婦（士）へも意識調査を行い、援助
の実際や必要性の認識を知ることで、さらに充実した
ケアへとつなげていきたい。
　最後に、今回の研究にあたり調査に御協力頂いた御
家族の皆様に深く感謝いたします。
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表1　手術の予定時間・待機時間
予定時間：2～10時間（平均4．4時間）
待機時間＝2～14時間（平均5．8時間）
笏　ネガティブ思考
表2　患者との続柄
ロ　ポジティブ思考
配　偶　者 11名 55％
子　　　供 5名 25％
兄弟・姉妹 2名 10％
その他の親族 2名 10％
表3　ポジティブ思考を選んだ理由
主治医から説明を受け、信頼していた 5名 56％
悪性ではなかったから 1名 11％
初あての手術ではなかったから 1名 ll％
前回よりも軽い手術だったから 1名 ll％
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■：70歳以上
手術待機二三っていたことはなんですか（重複回答）
笏：ネガティブ思考　11
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30 30 20 図3　心理の割合
図1　手術患者の年齢・性別
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手術が上手くいっているか75
異常事態は起きていないか55
術後の経過の心配
生命の危機
入院中の身の回りの世話
手術・入院費
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灘：満足
笏：どちらかといえば満足
、；…i：どちらかといえば不満
■＝無回答
O　20　40　60　80　100％
関わりあり　　30　　5・5
図4　手術待機中何を考えていましたか（複数回答） 関わりなし　25 2’dZ　’5M
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手術が上手くいっているか70
異常事態は起きていないか　60
術後の経過のld配　　　　　40
生命の危機　　　　30
入院中の身の回りの世話　　10
図5　手術が延長した時何を思っていましたか（複数回答）
図7　看護婦（士）の関わりに対する満足度は
購：満足
笏：どちらかといえば満足
，ll：： Fどちらかといえば不満
■：無回答
O　20　40　60　80　100％
患者の情報を教えてほしい　65
待つ環境を整えてほしい　　20
精神的に支えてほしかった　5
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関わりあり
関わりなし
図6　待機中看護婦（士）にしてほしかったこと 図8　関わりに対する満足度
　　（各々を100％とした場合）
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